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教員研究業績一覧（２０１２．４．１～２０１３．３．３１）
　研究業績の種類と分類番号については，下記の表のようになっています。
学　長
小出　　進
Ａ１　大好きな先生に出会えたら．日本生活中心教育研究会　２０１２年７月２８日
発達教育学部
浦野　俊則
Ａ１　近出殷周金文考釈第二集（共著）　研文出版　２０１３年３月
Ｃ１　辟池に射す・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ６　文王在上・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ７　無念爾祖・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ８　維此文王・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ９　殷商之旅・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１０　古公亶父・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１１　思齊大任・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１２　成王之孚・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１３　臨彭尊・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１４　臨司以母爵・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１５　臨小子省卣・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１６　臨后祖丁卣・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１７　臨箙亞角・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１８　臨寝孳方鼎・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ１９　臨□方鼎銘・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
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Ｃ２０　臨□子鼎・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ２１　蓺稲 ・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ２２　徳音不忘・額　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ２３　鼎登・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｃ２４　静思・軸　第５回個展（東京鳩居堂画廊）　２０１２年４月１７～２２日
Ｄ１　金文による書の表現と近年出土の優品．全国大学書道学会京都大会記念講演　２０１２年１０月８日
安藤　則夫
Ｂ１　「楽しさ」と「反復練習」は記憶強化に役立つか？―外国語が身に付く学習方法について考える―
（共著）．安藤則夫・長谷川修治　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
植草　一世
Ｂ１　子どもが絵本作りで発見すること（共著）．植草一世・馬場彩果・安藤則夫　植草学園大学研究紀
要第５巻　２０１３年３月
Ｂ２　幼稚園教育のいくつかの課題―「幼稚園教育が直面する複合課題に関する共同的研究」まとめとし
て―（共著）．太田俊己・植草一世・浅川繭子・広瀬由紀・多田昌代・相磯友子・高倉誠一・田村
光子・根本曜子・黒田静江・松原敬子　植草学園大学紀要　第５巻　２０１３年３月　
Ｄ１　４歳児の絵画表現への広がり―生活経験と材料の関わり―（共同発表）．岡　澤元・植草一世他　
日本保育学会（東京家政大学）発表要旨集　Vol.１７３　平成２４年５月
Ｅ１　千葉ロール・プレイング第４８回夏期研　講師「教員養成のロール・プレイングの活用」（ホテル　
ポートプラザちば）２０１２年８月４日
Ｅ２　第４６回千葉市幼稚園協会研修会　講師「絵本の世界と子どもの心」（植草学園大学附属弁天幼稚園）
　　　２０１２年１１月７日
遠藤　隆志
Ｄ１　Acute muscle damage induced by eccentric contractions increases corticospinal excitability（筆頭）. 
Takashi Endoh, Tsuyoshi Nakajima, Azusa Uematsu, Tetsuya Ogawa, Kimitaka Nakazawa 59th 
American Colege of Sports Medicine Annual Meeting (Moscone Center, San Francisco, CA) ２０１２年
６月
Ｄ２　Modulation of interhemispheric interactions depending on the electrode montage of transcranial direct 
curent stimulation（筆頭）. Takashi Endoh, Toshiki Tazoe, Kazuhito Morioka, Toru Ogata 
Neuroscience2012 (Ernest N. Morial Convention Center, New Orleans, LA) ２０１２年１０月
大木　みわ
Ｂ１　ピア・サポート活動を大学に根づかせるために―サークル活動としての実践―（共著）．桑田良子・
大木みわ　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｅ１　チャムグループ化が顕著になる．月刊児童心理６月臨時増刊号　金子書房　２０１２年６月１日
Ｅ２　子どもの成長を支える人との関わり方．月刊灯台１月号　第三文明社　２０１３年１月１日
太田　俊己
Ａ１　知的障害―定義，分類および支援体系　第１１版　米国知的・発達障害協会（共訳）．太田俊己・金
子健他　日本発達障害福祉連盟　２０１２年６月 (Intelectual Disabilities: Definition, Classification, and 
－１３９－
Systems of Supports 11th ed. American Association on Intelectual and Developmental Disabilities 
2010)
Ａ２　通常の学級での合理的配慮，　次なる特別支援教育への現況と課題．発達障害白書　２０１３年版 （単
著・編集委員） pp. ８１， ８９　日本発達障害福祉連盟編　明石書店　２０１２年９月１日
Ａ３　特別支援学校の学級経営のポイント（共著）．太田俊己・加藤悦子　特別支援教育　学級経営１２か
月　特別支援学校　全日本特別支援教育研究連盟編　東洋館出版社　２０１３年３月１０日
Ｂ１　幼児教育のいくつかの課題―「幼稚園教育が直面する複合課題に関する共同的研究」まとめとして―
（共著）．太田俊己・植草一世他　植草学園大学研究紀要　第５巻　pp. ７５－８３　２０１３年３月
Ｄ１　自主シンポジウム　一人ひとりを大切にする保育―インクルーシブ保育の実践（企画・指定討論）
小山望・太田俊己他　日本保育学会第６５回大会（東京家政大学）発表要旨集　p. １３８　２０１２年５月
５日
Ｄ２　自主シンポジウム　特別支援教育における授業改善のための教材研究の活性化（企画）．渡邉章・
太田俊己　日本特殊教育学会第５０回大会（筑波大学）　２０１２年９月３０日
Ｅ１　特別支援学校学習指導要領の位置づけ・学習指導要領の構成・教育課程編成．特別支援教育研究　
２０１２年４月号　pp. ５２－５３　東洋館出版　２０１２年３月２５日
Ｅ２　知的障害の自立活動．特別支援教育研究　２０１２年５月号　pp. ５２－５３　東洋館出版　２０１２年４月
２５日
Ｅ３　時流解題　学校での「合理的配慮」をめぐって．特別支援教育研究　２０１２年５月号　pp. ５８－５９　
東洋館出版　２０１２年４月２５日
Ｅ４　個別の指導計画．特別支援教育研究　２０１２年６月号　pp. ５２－５３　東洋館出版　２０１２年５月２５日
Ｅ５　知的障害教育課程の特質と意義．特別支援教育研究　２０１２年７月号　pp. ２－７　東洋館出版　
２０１２年６月２５日
Ｅ６　領域・教科を合わせた指導．特別支援教育研究　２０１２年７月号　pp. ５２－５３　東洋館出版　２０１２年
６月２５日
Ｅ７　開かれた美風に．千葉大学教育学部附属特別支援学校創立４０周年記念誌　p. ３　２０１２年７月１８日
Ｅ８　就学時の健康診断における知的発達スクリーニング検査　実施の手引き（編著）　山口薫・上野一彦・
太田俊己他　第一法規　２０１２年７月２０日
Ｅ９　指導計画作成の配慮事項～交流及び共同学習．特別支援教育研究　２０１２年８月号　pp. ５２－５３　東
洋館出版　２０１２年７月２５日
Ｅ１０　指導計画作成の配慮事項～職業教育・キャリア教育．特別支援教育研究　２０１２年９月号　pp. ５２－
５３
　　　東洋館出版　２０１２年８月２５日
Ｅ１１　言語活動の充実．特別支援教育研究　２０１２年１０月号　pp. ５２－５３　東洋館出版　２０１２年９月２５日
Ｅ１２　生きる力を育む日常生活の指導．特別支援教育研究　２０１３年２月号　p. １５　東洋館出版　２０１３年
１月２５日
Ｅ１３　金沢市特別支援学級担任研修講座　講演「特別支援学級で実践をつくる」（金沢市立中央小学校芳
斉分校）２０１２年７月５日
Ｅ１４　千葉市幼稚園協会　特別支援研修会　講話「インクルーシブ保育」（植草学園大学附属弁天幼稚園）
２０１２年７月３１日
Ｅ１５　全日本特別支援教育研究連盟・発達障害教育セミナー高知会場　講義「子ども主体の教育的支援と
子ども理解」（高知文化プラザかるぽーと）　２０１２年８月７日
Ｅ１６　第３０回神奈川県特別支援学校知的障害教育研究会研究発表大会　全体講演「知的障害教育のこれま
－１４０－
でとこれから～知的障害教育の授業づくり」（川崎市教育文化会館）２０１２年８月２３日
Ｅ１７　第５１回全日本特別支援教育研究連盟全国大会北海道大会　分科会助言者「日常生活の指導（特別支
援学校）」（北海道星置養護学校）２０１２年９月２１日
Ｅ１８　山形県立米沢養護学校平成２４年度公開授業研究会　全体講師講演「子ども主体の取り組みのための
『子ども理解』」（山形県立米沢養護学校）２０１２年１１月２日
Ｅ１９　山形県立鶴岡養護学校平成２４年度公開授業研究会　全体講師講演「キャリア教育の展開と知的障が
い教育」（山形県立鶴岡養護学校）２０１２年１１月２２日
Ｅ２０　平成２４年度千葉県幼稚園教育課程研究協議会　講演「特別支援教育の推進を支える幼稚園の体制づ
くり」（千葉県総合教育センター）２０１３年２月８日
小川　晶
Ａ１　TEMでわかる人生の径路―質的研究の新展開（共著）　安田裕子・サトウタツ（編著）　誠信書房　
２０１２年８月
Ｂ１　見え方の操作と保育―表情・感情・化粧をどう考えるのか―（共著）　木戸彩恵・戸田有一他　エ
デュケア　大阪教育大学　２０１３年３月
Ｄ１　子育てにかかわる価値観の変容を促す保育士による母親支援―Ｚ保育所の保育士と子育て課題を持
つ母親へのインタビュー調査から―（口頭発表）．日本社会福祉学会第６０回秋季大会（関西学院大学）
２０１２月１０月
Ｄ２　子育て課題を持つ母親の役割をめぐる保育士支援（口頭発表）．日本社会福祉学会関東地域部会２０１２
年度研究大会（大正大学）２０１３年３月
Ｄ３　見え方の操作と保育―感情・表情・化粧―（共同）　ラウンドテーブル（指定討論者）　日本発達心
理学会第２４回大会（明治学院大学）２０１３年３月
Ｅ１　保育・子育て支援研修　講師「飯能市新子育て支援システム開発のための保育士研修・給食調理員
研修」２０１１年４月～２０１３年３月
Ｅ２　研究開発ファシリテータ 「ー埼玉県飯能市新子育て支援システム構築のための研究開発」２０１０年１１月
～２０１３年３月
Ｅ３　保育所指導　保育所指導社会福祉法人芳香会　たま保育園･牛ヶ谷保育園　２０１２年４月～２０１３年３月
加藤　悦子
Ａ１　特別支援教育　学級経営１２か月　特別支援学校（共著）．太田俊己他　東洋館出版社　２０１３年３月
Ｅ１　埼玉県特別支援教育コーディネーター研修会　講義「学校コンサルテーションの在り方」（埼玉県
立総合教育センター）２０１２年５月２２日
Ｅ２　八街市校長会研修会　講義「特別支援教育の現状と課題」（八街市立八街中学校）２０１２年７月１２日
Ｅ３　千葉県子どもと親のサポートセンター学校カウンセリング専門講座　講義「発達段階に対応した特
別支援教育の在り方」（千葉県子どもと親のサポートセンター）２０１２年７月２６日
Ｅ４　全日本特別支援教育連盟・発達障害教育セミナー　講義「子ども・家族の困難さに寄り添う支援～
発達段階に応じて～」（川崎市高津市民館）２０１２年８月２日
Ｅ５　柏市校長会・副校長・教頭会合同研修会　講演「特別支援教育の今」（柏市役所）２０１２年８月６日
Ｅ６　山梨県総合教育センター通常学級における特別支援教育研修会　講義「発達障害をもつ幼児児童生
徒に教師ができること～幼稚園や学校での支援の実際～」（山梨県立総合教育センター）２０１２年８月
２２日
Ｅ７　千葉県子どもと親のサポートセンター小学校教育相談上級研修　講義「保護者の対応と家庭への支
－１４１－
援のあり方」（千葉県総合教育センター）２０１２年８月２９日
Ｅ８　船橋市教育研究大会助言者　（船橋市立習志野台第二小学校）２０１２年９月２６日
Ｅ９　千葉県特別支援教育専門家チーム委員派遣研修会　講義「佐倉高校における特別支援教育」（千葉
県立佐倉高等学校）２０１２年１２月６日
Ｅ１０　千葉県特別支援教育専門家チーム委員派遣研修会　講義「発達障害の生徒のとらえ方と対応につい
て」（千葉県立松戸南高等学校）２０１２年１２月２０日
川口　由起子
Ａ１　情報倫理入門（分担執筆）．アイケイコーポレーション　２０１２年１０月１日
Ｂ１　What Does Google Street View Bring about? -Privacy, Discomfort and the Problem of Paradoxical 
Others-（共著）, 川口嘉奈子・川口由起子 Contemporary and Applied Philosophy ４巻（２０１２－２０１３）
２０１２年８月
Ｂ２　アディクションの特徴と当事者の持つ概念―哲学的分析とその役割―．情報文化論Vol.１０　情報文
化研究会　２０１２年１２月３１日
Ｄ１　アディクション（嗜癖）問題についての哲学的研究の可能性．応用哲学会（千葉大学）　２０１２年４月２１日
Ｄ２　グーグル・ストリートビュー以後のプライバシー意識（共同発表）．川口嘉奈子・川口由起子　第
２回情報倫理学研究会（東京外国語大学本郷サテライト）２０１３年３月８日
Ｅ１　アディクション研究センターの取り組み－ギャンブル依存症からの回復プログラムの効果測定．東京ファミ
リー インタベンションセンタ （ーFIC）セミナ （ー三重県総合文化センター）　２０１２年１１月１８日
川端　眞由美
Ａ１　新訂　標準音楽辞典　第１巻（分担執筆）．音楽之友社　２０１２年２月
Ａ２　新訂　標準音楽辞典　第２巻（分担執筆）．音楽之友社　２０１２年７月
Ａ３　新編　音楽中辞典（分担執筆）　音楽之友社　２０１２年１２月
Ａ４　特設オペラ点訳コーナー　Ch. W. グルック作曲《オルフェオとエウリディーチェ》，R. de’カルツァ
ビージー台本　台本対訳＝川端眞由美　オンキョウ　２０１２年
Ｂ１　保育者・教員養成課程における音楽科目の指導法研究─植草学園大学発達教育学部における現状と
今後に向けて─（共著）．川端眞由美・柴辻純子　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
木下　勝世
Ｂ２　特別支援教育体制に関する調査研究（千葉市幼稚園協会研究協力）．千葉市幼稚園協会研究紀要第３３
号　２０１３年３月
Ｅ１　千葉県幼稚園等初任者研修会　講演「幼児の発達理解と障害児の理解」２０１２年７月６日
Ｅ２　習志野市立袖ケ浦西小学校授業研究会　講師「特別支援学級生活単元学習」２０１２年５月２９日
Ｅ３　習志野市立袖ケ浦西小学校公開研究会生活単元学習分科会助言者　２０１２年１１月５日
Ｅ４　千葉大学教育学部附属特別支援学校授業研究会小学部助言者　２０１２年６月１５日　２０１２年１１月７日
Ｅ５　千葉大学教育学部附属特別支援学校公開研究会小学部助言者　２０１３年２月２２日
桑田　良子
Ｂ１　ピア・サポート活動を大学に根づかせるために―サークル活動としての実践―（共著）．桑田良子・
大木みわ　植草学園大学紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｅ１　千葉県特別支援教育研究連盟・千葉県特別支援学級設置校校長会　合同研修会　講師「発達障害の
－１４２－
最新情報と保護者支援」（ホテルポートプラザちば）　２０１２年９月２８日
小林　敢治郎
Ｅ１　松戸市立松が丘小学校　公開研究会　全体講師　２０１２年年１１月９日
Ｅ２　富里市立冨里小学校公開研究会　講演「授業力を鍛えよう―算数のよさの感得」２０１２年１１月１３日
Ｅ３　八千代市立村上小学校公開研究会　講演「算数のよさを実感できる授業のあり方」２０１２年１１月１６日
Ｅ４　新算数教育研究会第３１回セミナー　授業づくりプラザ　特別授業「決まりを調べる必然性に気付か
せる指導」２０１２年１２月２６日
Ｅ５　千葉大学教育学部付属小学校　公開研究会　講師　２０１３年２月７日
佐藤　文子
Ａ１　高等学校家庭科教科書　家庭総合（監修代表）．佐藤文子他　４９名　大修館書店　２０１２年４月
Ａ２　高等学校家庭科教科書　家庭基礎（監修代表）．佐藤文子他　４９名　大修館書店　２０１２年４月
Ｂ１　栄養アセスメントによる本学学生の健康教育における課題（第１報）（共著）．佐藤文子・小池和子
　　　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｄ１　特別な支援を必要とする児童・生徒の家庭科及び関連科目の指導状況と課題（共同発表）．佐藤文子・
庄司佳子・内野紀子　日本家政学会第６４回大会（大阪）　２０１２年５月１３日
Ｄ２　通常及び特別な支援を必要とする児童・生徒の食生活における意思決定（共同発表）．佐藤文子・
内野紀子・庄司佳子　日本家庭科教育学会第５４回大会（東京）　２０１２年７月１日
Ｄ３　初等教育教員養成系および医療専門職養成系大学生のライフスタイルと食生活（共同発表）．小池和
子・佐藤文子・桑名俊一・芦野洋美　第７１回日本公衆衛生学会総会　日本公衆衛生学会誌　第５９巻
１０号　p. ５４３　２０１２年１０月
Ｅ１　平成２４年度地方技術教育センター主任協議会　講演「新しい教育課程と家庭科教育」（千葉市）　２０１２
年４月２７日
Ｅ２　東京都中学校技術・家庭科研究会　講演「新しい教育課程の方向性と家庭科教育」（東京）２０１２年
８月１０日
Ｅ３　日本家政学会家政教育部会セミナー　講演「生命を支える食生活」（名古屋）２０１２年８月２４日
Ｅ４　全国小学校家庭科研究会関東ブロック大会　指導助言　（埼玉県）２０１２年１０月３０日
Ｅ５　千葉県私学教育研修集会　講演「新しい家庭科教育の課題と展望」（千葉市）２０１２年１１月９日
Ｅ６　全国ものづくりフェアー千葉県大会「お弁当コンクール」　審査委員長　２０１２年１１月１７日
Ｅ７　日本女子大公開セミナー　講演「家庭科教育学・家政学のめざすもの」（東京）２０１２年１２月１５日
　
髙木　夏奈子
Ｄ１　「音楽鑑賞カード」記述文にみる児童の「音楽の語り方」の分析―〈音楽〉〈ことば〉〈思考〉につ
いての哲学的一考察―．日本音楽教育学会第４３回大会プログラム　p. １３　２０１２年１０月７日
Ｅ１　平成２４年度看護職IKASHIKAキャリアパスの開発～メンター・PBL方式による～（文部科学省大学
改革推進事業）キャリアアップアドバンスコース講師「文章表現」「プレゼンテーション」（東京医
科歯科大学）　２０１３年２月５日，１４日
　
高野　良子
Ｂ１　公立高校学校管理職のキャリア形成に関する予備的考察―「一任システム」に着目して―（共著）．
高野良子・河野銀子・木村育恵他　植草学園大学研究紀要　第５巻　pp. ２５－３４　２０１３年３月
－１４３－
Ｄ１　学校管理職のキャリア形成に関する検討（共同口頭発表）．河野銀子・池上徹・高野良子他　日本
教育社会学会第６４回大会　同志社大学　２０１２年１０月２７日
Ｅ１　学校管理職のキャリア形成に関する検討（共著）．河野銀子・池上徹・高野良子他　日本教育社会
学会第６４回大会発表要旨集録　pp. ２７２－２７５　２０１２年１０月２７日
Ｅ２　会員文献紹介　教育社会学―現代教育のシステム分析―（共著）．天童睦子・高野良子　国際ジェ
ンダー学会誌　第１０巻　p. １２９　２０１２年１２月２５日
Ｅ３　上越教育大学研究プロジェクト　講演「女性小学校教員のキャリア形成の現状と課題」２０１３年２月
９日
Ｅ４　上越教育大学研究プロジェクト　シンポジスト「シンポジウム　教員の豊かなキャリア選択のため
に―女性初等教員のキャリア形成を考える―」２０１３年２月９日
多田　昌代
Ａ１　医療心理学―医療・保健を学ぶ人のための心理学―（分担執筆）．佐藤泰正・加藤元繁他１８名
　　　おうふう　２０１３年３月３０日
Ｂ１　幼稚園教育のいくつかの課題―「幼稚園教育が直面する複合課題に関する共同研究」まとめとして―
（共著）．太田俊己・植草一世他１１名　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
野口　芳宏
Ａ１　授業づくりの教科書　国語科授業の教科書．さくら社　pp. １－２２３　　２０１２年１０月５日
Ａ２　教師の心に響く５５の名言．学陽書房　pp. １－１５８　２０１３年１月１６日
Ｅ１　育てる楽しみ，伸びる喜び．月刊雑誌『総合教育技術』　小学館　２０１２年４月～２０１３年３月連載（各
月４ｐ）
Ｅ２　消えた偉人・物語．産経新聞『連載コラム』　産経新聞社　２０１２年４月～２０１２年１２月連載（各月１回）
　　　（ほか多数あり）　　　　　　　　　　　　
Ｅ３　千葉県教育委員会議への出席，国語教育，道徳教育，家庭教育，幼児教育等の講演活動等多数あり
長谷川　修治
Ｂ１　小学校英語の開始学年と指導形態の及ぼす効果―熟達度テストと意識調査による比較検証―．
JES Journal vol. １３　小学校英語教育学会　pp. １６３－１７８　２０１３年３月２０日
Ｂ２　小学校「外国語活動」における英語教育はどうあるべきか―効果的な指導法と教材の開発に向けて―．
植草学園大学研究紀要　第５巻　pp. ６７－７６　２０１３年３月
Ｂ３　外国語が身に付く授業とは？―「楽しさ」と「反復練習」の教育を記憶の面から再検討する―．安
藤則夫，長谷川修治　植草学園大学研究紀要　第５巻　pp. ４７－５６　２０１３年３月
Ｂ４　リメディアル学習者の英語熟達度と英語文法熟達度調査．中條清美・横田賢司・長谷川修治・西垣
知佳子　日本大学生産工学部研究報告Ｂ　第４５巻　pp. ４３－５４　２０１２年６月２０日
Ｂ５　LagoWordProfilerによる英語Graded Reader CorpusのColocation/Coligation頻度分析．　中條清美・赤
瀬川史朗・西垣知佳子・横田賢司・長谷川修治　日本大学生産工学部研究報告Ｂ　第４５巻　pp. ５５
－７１　２０１２年６月２０日
Ｄ１　OxfordとLongmanのイディオム表現辞典の比較．日本英語表現学会　第４１回　学会創立３０周年記念
全国大会（早稲田大学国際会議場）研究発表・講演・シンポジウム要旨集　p. ２２　２０１２年６月１７日
Ｄ２　小学校英語における授業形態の及ぼす効果―到達度テストと意識調査による比較検証―．第１２回　
小学校英語教育学会千葉大会（千葉大学）　要綱集　p. ６９　２０１２年７月１５日
－１４４－
Ｄ３　小学校英語活動経験者と非経験者の英語力―大学１年生の比較．第３８回　全国英語教育学会愛知研
究大会（愛知学院大学日進キャンパス）　発表予稿集　pp. ７２－７３　２０１２年８月４日
Ｅ１　OxfordとLongmanのイディオム表現辞典の比較．英語表現研究・Buletin　第６１号　日本英語表現学
会p. １０　２０１２年１０月２７日
馬場　彩果
Ｂ１　子どもが絵本作りで発見すること（共著）．植草一世・馬場彩果・安藤則夫　植草学園大学紀要　
第５巻　２０１３年３月
Ｄ１　小袖雛形本における文字文様の研究―意匠解読と数量的分析を通して―（共同発表）．馬場彩果，千
葉桂子　服飾文化学会第１３回大会（尚絅学院大学）２０１２年５月１９日
広瀬　由紀
Ｂ１　高校生が抱く保育士のイメージと職業選択の基準．植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｂ１　幼稚園教育のいくつかの課題―「幼稚園教育が直面する複合課題に関する共同研究」まとめとして―
（共著）．太田俊己・植草一世他１１名　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｅ１　千葉市こども未来部保育運営課主催　障害児保育研修　講演「統合保育における保育実践について」
（千葉市役所）　２０１２年６月１３日／９月２７日／１２月１２日
藤田　俊明
Ｅ１　千葉県総合教育センター特別支援学校教員ステップバイステップ研修　講師「教科等を合わせた指
導『作業学習』」（千葉市立養護学校）２０１２年８月２４日
Ｅ２　植草学園大学教員免許状更新講習　講師「特別支援教育の今日的課題への対応『知的障害教育とキャ
リア支援教育』（植草学園大学）２０１２年８月２０日
Ｅ３　植草学園大学・植草学園短期大学　特別支援学校教諭二種　免許法認定講習　講師「免許状教育領
域以外の教育領域『重複障害・ＬＤ等教育総論』」（植草学園大学・短期大学）　２０１２年７月１４日
Ｅ４　植草学園大学・植草学園短期大学　公開講座２０１２　講師「わくわくチャレンジ；木工作業『卓上整
理箱づくり』」（植草学園大学）２０１２年７月７日
Ｅ５　植草学園大学・植草学園短期大学　公開講座２０１２　講師「わくわくチャレンジ；手織り作業『組紐
ストラップづくり』」（植草学園大学）２０１２年７月２１日
Ｅ６　植草学園大学・植草学園短期大学　公開講座２０１２　講師「わくわくチャレンジ；木工作業『ビオ
トープベンチ製作』」（植草学園大学）２０１２年８月２５日，９月１日
村上　悦子
Ｅ１　道徳副読本（東京書籍）編集委員会　編集委員　２０１２年５月～
Ｅ２　千葉県道徳教育映像教材制作等業務委託者選定委員会　委員　２０１２年７月
Ｅ３　習志野市立向山小学校校内研究会・公開研究会　全体講師　２０１２年８月，１０月
Ｅ４　習志野市立向山小学校１０００カ所ミニ集会　講師　２０１２年１２月
宮下　裕一
Ｂ１　地域生活支援の現状を通した介護福祉教育の再検討（第２報）―２つの調査結果をもとに―（共著）．
宮下裕一・布施千草・清宮宏臣　植草学園短期大学紀要　第１４号　２０１３年３月
Ｄ１　地域生活支援の現状から介護福祉教育を考える―２つの調査結果を通して（共同発表）―．宮下裕
－１４５－
一・布施千草　第１９回日本介護福祉教育学会（神戸女子大学）２０１２年９月４日
森高　光広
Ｂ１　絵画工作科における絵画指導に関する一考察―自分なりの表現を追求できる授業実践を踏まえて―．
植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｃ１　第２５回船橋市文学賞　佳作受賞　２０１３年３月２０日
Ｄ１　読書の意欲化につながる図画工作科との関連題材．日本学校図書館学会研究大会（帝京科学大学）
２０１２年９月４日
Ｄ２　保育士・幼稚園教諭を目指す大学生のための授業の試み．大学美術教育学会大分大会（大分大学）
　　　２０１２年１０月２１日
Ｅ１　授業が大学を変える．演習授業　実践例　教育学術新聞　２０１２年８月
Ｅ２　記事原案．学校図書館速報版　２０１３年１月１５日
Ｅ３　印旛郡栄町立北辺田小学校校内研修会　講演「発達の段階を踏まえた子どもの表現とその指導につ
いて」２０１２年６月２６日
Ｅ４　厚木市小学校図画工作科部会夏期研修会　講演「絵画表現の指導について」（南毛利学習支援セン
ター）　２０１２年７月２５日
Ｅ５　植草学園大学公開講座　講師「絵画の基礎技法について透明技法，不透明技法の２つの実技講座」
　　　２０１２年８月
Ｅ６　平成２４年度植草学園大学教員免許状更新講習　講師「造形表現と図画工作科―教科による幼・小の
連携」．　２０１２年８月１日
Ｅ７　市川市学校図書館部会研究会　講演「読書感想画実践の基本と具体的な指導の手立てについて」（市
川市立福栄小学校）２０１２年９月１２日
Ｅ８　厚木愛甲地区図画工作部会研究会　講演「絵画と読書感想画の指導の基礎について」（厚木市立越
知小学校）２０１２年１０月１７日
Ｅ９　神奈川県横浜市立今井小学校授業及び研修会　講演「絵画と読書感想画の指導の基礎について」２０１２
年１２月１８日
Ｅ１０　絵画コンクール審査員　読書感想画千葉県審査　千葉県教育会館　２０１３年１月２２日
Ｅ１１　絵画コンクール審査員　読書感想画中央コンクール（全国）審査　毎日ホール　２０１３年１月３０日
Ｅ１２　研究授業実践「土粘土による造形表現」（印旛郡栄町立北辺田小学校第３・４学年）２０１２年６月２６日
Ｅ１３　研究授業実践「土粘土による造形表現」（植草学園大学附属弁天幼稚園年長児３０名）２０１２年９月２２日
Ｅ１４　研究授業実践「絵画表現の導入」（厚木市立越知小学校第５学年）２０１２年１０月１７日
Ｅ１５　研究授業実践「合同造形授業『大きな魚』」（印旛郡栄町立北辺田小学校第１・２・３・４学年）
２０１２年１１月２０日
Ｅ１６　研究授業実践「合同造形授業『大きな７匹の魚』（印旛郡栄町立北辺田小学校第１・２学年，酒直
幼稚園年長児７０名）２０１２年１１月２７日
Ｅ１７　研究授業実践「絵画表現の導入」（横浜市立今井小学校第３学年２学級）２０１２年１２月１８日
Ｅ１８　研究授業実践「造形表現」（植草学園大学附属弁天幼稚園年中児５４名）２０１３年２月２９日
Ｅ１９　研究授業実践「合同造形授業『お祝いの装飾』」（印旛郡栄町立北辺田小学校第３・４学年）２０１３年
３月１日
渡邉　　章
Ｄ１　特別支援教育における授業改善のための教材研究の活性化（自主シンポジウム）（共同発表）．渡邉
－１４６－
章・太田俊己・太田正己・中川奥治・泉　慎一・竹林地毅　日本特殊教育学会第５０回大会発表論文
集　自主シンポジウム８５（筑波大学）　２０１２年９月３０日
Ｅ１　新学習指導要領における国語・算数の改訂のねらいと肢体不自由児の指導．肢体不自由教育　２０６号
　　　pp. ６－１１　２０１２年９月１０日
Ｅ２　肢体不自由教育における教材・教具の基礎・基本．肢体不自由教育　２０８号　pp. ４２－４５　２０１３年１
月１０日
Ｅ３　茨城県教育研修センター・初任者研修講座（特別支援学校）　講師「重度・重複障害児の指導」２０１２
年８月３日
Ｅ４　平成２４年度植草学園大学教員免許状更新講習　講師「特別な教育的ニーズと一人一人への確かな対
応」（植草学園大学）　２０１２年８月１７日
Ｅ５　平成２４年度植草学園大学・植草学園短期大学　特別支援学校教諭二種免許法認定講習　講師「肢体
不自由教育総論」（植草学園大学）　２０１２年８月１９日
保健医療学部
小池　和子
Ｂ１　栄養アセスメントによる本学学生の健康教育における課題（第１報）（共著）．佐藤文子・小池和子
　　　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｂ２　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｄ１　初等教育教員養成系および医療専門職養成系大学生のライフスタイルと食生活（共）．小池和子・
佐藤文子・桑名俊一・芦野洋美　第７１回日本公衆衛生学会総会　日本公衆衛生学雑誌　第５９巻１０号
　　　p. ５４３　２０１２年１０月（山口）
Ｄ２　マイクロナノバブル水が細菌に与える影響（共）．桜井直美・小池和子　第２８回日本環境感染学会
総会　環境感染誌Vol.２８　p. ２４１　supplement ２０１３　２０１３年３月（パシフィコ横浜）
Ｄ３　マイクロナノバブル水の細菌への効果（共）桜井直美・小池和子　第８６回日本細菌学会総会　日本
細菌学雑誌Vol.６８ No1　p. ２２４　２０１３年３月（幕張メッセ）
阿部　勉
Ｂ１　パーキンソン病に対する運動療法の実際　理学療法　第３０巻２号　pp. １－８　２０１３年
Ｂ２　リハビリテーション事業所の実際―夢と希望を胸に―．リハビリテーションひろば　５２号　pp. １
－８　２０１３年
Ｄ１　The Relationship Between Pulmonary Function and Physical Function and Mobility in Community-
Dweling Elderly Women Aged 75 Years or Older. The 10th Congress of KSPTA at Seoul 15 April 
2012
Ｄ２　訪問リハビリテーション利用者における要介護度の変化（共同発表）．大沼剛・阿部　勉　第４７回
日本理学療法学術大会（神戸ポートピアホテル）　２０１２年５月２７－２９日
Ｄ３　通所介護施設における超音波療法による介入―変形性膝関節症に対する試み　第１報―（共同発表）．
阿部　勉・安孫子幸子　第３１回関東甲信越ブロック理学療法士会（大宮ソニック）　２０１２年９月２７
－２９日
－１４７－
磯　珠江
Ｂ１　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角　友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
内山　伸治
Ｂ１　可逆性の眼球突出と両側核間性眼筋麻痺を呈したWernicke脳症．内山伸治・小林英則・藤岡重一　
神経内科　７８（１）　pp. １０４－１１０　２０１３年
Ｂ２　両側下オリーブ核肥大変性を呈した脳幹梗塞―特に星状細胞機能と神経可塑性について―．内山伸
治・羽賀千恵・秋山治彦　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
小山内　正博
Ｂ１　努力接地，前方重心移動からみた浮き趾の抽出について（共著）．福山　勝彦・小山内正博・丸山
仁司　理学療法科学　第２８巻　第１号　２０１３年２月
Ｄ１　他動的股関節内旋および外旋運動における指床間距離と骨盤周囲角度との関係（共同発表）．前谷祐
亮・小山内正博　第４７回日本理学療法学術大会（神戸国際展示場）　２０１２年５月２６日
郭　丹
Ｂ１　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｄ１　论康复治疗的目的及各期康复间的衔接性．第７回北京国際リハビリテーションフォーラム　論文集
p. ６１６　２０１２年９月
Ｄ２　The interface between the purpose of rehabilitation and rehabilitation of each period. GuoDan The 7th 
Beijing International Forum on Rehabilitation Colection of Papers p. 617 September 21-23, 2012, 
Beijing, China
Ｄ３　理解神经运动发育学的治疗技术与肌肉链的关系．中国医師協会リハビリテーション医師分科会　第
１回神経リハビリテーションフォーラム　大会論文集　p. ３　２０１２年１２月１３日－１６日
角　友起
Ｂ１　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角　友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
Ｄ１　Inhibitory efects of remifentanil on activities of respiratory neural network in the brainstem-spinal 
cord of neonatal rats. Kuwana S, Kaku Y XIth Oxford Conference. Breathing, Emotion and 
Evolution  Almelo, Netherland, August 18, 2012
桑名　俊一
Ｄ１　Inhibitory efects of remifentanil on activities of respiratory neural network in the brainstem-spinal 
cord of neonatal rats. Kuwana S, Kaku Y XIth Oxford Conference. Breathing, Emotion and 
Evolution. Almelo, Netherland, August 18, 2012
Ｄ２　The efect of orexin on respiratory neuronal network in the isolated brainstem-spinal cord of neonatal 
rat. Sugita T, Kuwana S, Arisaka H, Imaizumi U, Itakura S, Furuya M, Yosida K. The 5th Annual 
Meeting of  the Federation of Asian Dental Anesthesiology Societies (FADAS) Xi’an, People's 
Republic of China, September 14, 2012
－１４８－
Ｄ３　オレキシンは新生ラット摘出脳幹脊髄標本で呼吸ニューロン・ネットワークの興奮を誘発する．杉
田武士・桑名俊一・有坂博史・今泉うの・板倉紹子・古屋宗孝・吉田和市　第４０回日本歯科麻酔学
会総会・学術集会（福岡市）　２０１２年１０月５日
斎藤　基一郎
Ａ１　解剖学実習テキスト　２０１２年度版．編集　pp. １－３７７　正文社　２０１２年９月
Ｄ１　神経細胞とシナプスの定量的研究．韓日国際シンポジウム（ソウル）　２０１３年２月１２－１６日
佐藤　将朗
Ａ１　医療心理学―医療・保健を学ぶ人のための心理学―（分担執筆）．佐藤泰正・加藤元繁・佐藤将朗，
　　　他１８名　おうふう　２０１３年３月３０日
Ｅ１　植草学園大学特別支援学校教諭免許法認定講習　講師「視覚・聴覚障害教育総論」（植草学園大学）
　　　２０１２年７月２２日
Ｅ２　埼玉県教育委員会免許法認定講習　講師「盲心理資料」（埼玉県民活動センター）２０１２年８月２０－２１日
高橋　恵理
Ｂ１　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角　友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
田中　勇治
Ｂ１　DPC導入が理学療法に及ぼす影響―特にBIと退院先について―（共著）．若尾勝・福光英彦・田中勇
治・徳村拓哉・星虎男・関根義夫　理学療法科学　２７巻４号　pp. ５０９–５１３　２０１２年
Ｄ１　Influence to physical therapy by DPC adoption, Especialy about BI and discharged place.Masaru 
Wakao, Yuji Tanaka, Hidehiko Fukumitsu, Torao Hoshi The 10th Congress of KSPTA at Seoul, 15 
April 2012
Ｄ２　立位姿勢での重心移動域および姿勢安定度評価指標の加齢変化について（共同発表）．田中勇治・
望月久　第４７回日本理学療法学術大会（神戸ポートピアホテル）　２０１２年５月２７－２９日
Ｄ３　座位能力と摂食嚥下機能および尿失禁についての検討（共同発表）．若尾勝・田中勇治・徳村拓哉・
針金知・竹内じゅん・山岸まゆみ・川上真弓・福光英彦・星　虎男　４７回日本理学療法学術大会
（神戸ポートピアホテル）　２０１２年５月２７－２９日
永原　久栄
Ｂ１　問題解決能力を養成するための学内教育手法の工夫（第１報）（共著）．郭　丹・小池和子・永原久
栄・角　友起・磯　珠江・高橋恵里　植草学園大学研究紀要　第５巻　２０１３年３月
松田　雅弘
Ｂ１　モノフィラメント圧痛計による若年者足底感覚測定の性と部位による差の検討（共著）．宮島恵樹・
松田雅弘・高梨晃・塩田琴美・野北好春・川田教平・加藤宗規・黒澤和生　理学療法科学　２７（２）
pp. １６１－１６４　２０１２
Ｂ２　軽度発達障害児と健常児の立位平衡機能の比較について．松田雅弘・新田收・宮島恵樹・塩田琴
美・高梨晃・野北好春・川田教平　理学療法科学２７（２）　pp. １２９－１３３　２０１２
Ｂ３　大腿骨頚部／転子部骨折の理学療法エビデンス．松田雅弘・小山貴之・相澤純也・磯崎弘司　理学
－１４９－
療法２９（６）　pp. ６６１－６６７　２０１２
Ｂ４　訪問リハビリテーションにおける学校教育の内容と問題点．松田雅弘　訪問リハビリテーション２
（３）　pp. １４７－１５３　２０１２
Ｂ５　体幹背部筋疲労前後の立ち上がり動作と体幹・下肢の筋活動の変化．松田雅弘・新田收・小山貴
之・越田専太郎・川田教平・宮島恵樹・高梨晃．植草学園大学研究紀要　in press ２０１３
Ｂ６　関節角度変化に伴う軟部組織硬度測定．髙梨晃・加藤宗規・塩田琴美・川田教平・宮島恵樹・松田
雅弘・小沼亮　黒澤和生　専門リハビリテーションVol.１２　in press ２０１３
Ｄ１　骨盤の前方挙上静止性収縮が脳活動に及ぼす影響－機能的MRIによる分析－．白谷智子・新田收・
新井光男・松田雅弘・多田裕一・妹尾淳史・柳澤健　第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）．２０１２
Ｄ２　車いすクッションが片麻痺者の車いす駆動動作に及ぼす影響―駆動開始動作に着目して―．川田教
平・髙梨晃・松田雅弘・宮島恵樹・野北好春・塩田琴美・山本澄子　第４７回日本理学療法学術大会
（兵庫県）　２０１２
Ｄ３　足底刺激条件の違いが識別課題時脳活動に及ぼす影響―fMRIによる分析―．多田裕一・松田雅弘・
白谷智子・妹尾淳史・新田收　第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）　２０１２
Ｄ４　iPadを利用した新たな半側空間無視用動的評価の信頼性の検討．松田雅弘・新田收・小山貴之・久
保田直行・塩田琴美・勝又泰貴・二瓶篤史・高梨晃・宮島恵樹・川田教平・野北好春・河方けい・
網本和　第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）　２０１２
Ｄ５　運動負荷後の関節角度変化に伴う軟部組織弾性値の経時的変化．髙梨晃・塩田琴美・川田教平・加藤宗
規・松田雅弘・小沼亮・宮島恵樹・野北好春・黒澤和生．第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）　２０１２
Ｄ６　iPadを利用した半側空間無視用動的評価と線分試験との関連性．小山貴之・新田收・松田雅弘・久
保田直行・勝又泰貴・二瓶篤史・河方けい・網本和．第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）２０１２
Ｄ７　Hopping能力と筋力との関係．相澤高治・松田雅弘　第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）２０１２
Ｄ８　半側空間無視患者に対するiPadを利用した新たな治療法の即時効果についての検討．二瓶篤史・松
田雅弘・新田收・小山貴之・久保田直行・勝又泰貴・泉良太・網本和・坂村雄介・戸井田麻理乃・
吉永亮太　第４７回日本理学療法学術大会（兵庫県）　２０１２
Ｄ９　The efect of fatigue hip abductors on single-leg stance postural control and muscle control. T 
Matsuda, R Tozawa, S Miyajima, T Koyama, A Takanashi, K Kawada, K Shiota, Y Nogita, K 
Uchikoshi, S Koshida, M Endo. The ⅩⅨ congress of the International Society of Electrophysiology 
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